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答

答

答 答

答

答 答 答

答 問

問

問

問

問問 問 問

問

答答 答問問 問

室
　
井
　
伸
　
一

緑
　
川
　
摂
　
生

石
　
名
　
国
　
光

柴
　
原
　
隆
　
夫

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。　
　
　

　
　

建
設
場
所
は
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
前

用
地
で
、
事
業
費
は
約
60
億
円
、

客
席
数
は
１
３
０
０
程
度
、
駐
車

台
数
は
500
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

中
田
総
合
運
動
公
園
の
「
け

や
き
」
の
枯
葉
対
策
に
つ
い
て　

　
　

枝
の
剪
定
に
つ
い
て
は
早
い

時
期
に
実
施
す
る
。

　
　

高
齢
者
か
ら
軽
度
生
活
支
援

事
業
等
の
利
用
回
数
、
他
の
事
業

で
の
利
用
券
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
必
要
に
応
じ
見
直

し
て
き
た
が
、
今
後
も
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
利
用
機
会
を
ふ
や
す
努

力
を
す
る
。

　
　

県
北
米
の
出
荷
停
止
を
受
け

白
河
市
の
対
策
及
び
来
年
の
作
付

け
に
つ
い
て
伺
う
。　
　
　
　
　

　
　

市
の
独
自
調
査
に
加
え
Ｊ
Ａ

等
が
行
う
保
管
調
査
に
協
力
し
速

や
か
な
対
応
を
図
る
。

　
　

食
材
に
不
安
を
持
つ
市
民
が

食
材
を
測
定
し
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
食
の
安
全
と
安
心
が

確
か
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い

つ
で
も
測
定
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
う
。　
　
　
　
　
　

　
　

食
の
不
安
解
消
の
た
め
学
校

一
般
質
問
11
人
が
登
壇

一
般
質
問
11
人
が
登
壇

　

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
質
問
と
答
弁
の
要
点
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
市
議
会

会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
、
図
書
館
、
公
民
館
、
庁
舎
、
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
公
共
施
設
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
定
例
会
会
議
録
は　

３
月
中
旬
か
ら
閲
覧
可
能
で
す
。

　
　

自
転
車
の
マ
ナ
ー
向
上
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

交
通
マ
ナ
ー
の
欠
如
か
ら
歩

行
者
と
自
転
車
と
の
接
触
事
故
に

よ
る
重
症
事
故
の
発
生
が
目
立
ち
、

全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
白
河
警
察
署
管
内
で

は
、
自
転
車
利
用
者
が
加
害
者
と

な
っ
た
件
数
は
、
平
成
21
年
は
４

件
、
22
年
は
１
件
で
、
死
亡
者
は

い
な
か
っ
た
。
自
転
車
運
転
中
に

被
害
者
と
な
る
交
通
事
故
は
多
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
日
頃
か
ら
関

係
団
体
等
と
連
携
し
、
交
通
事
故

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在

策
定
中
の
、
第
９
次
交
通
安
全
計

画
に
自
転
車
事
故
の
対
応
策
を
設

け
、
事
故
防
止
の
啓
発
に
努
め
る
。

　
　

自
転
車
保
険
に
つ
い
て　
　

　
　

自
転
車
に
係
る
損
害
賠
償
保

険
は
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
た
め
、
保
険
へ
の
関
心
が
低

い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
重
大

な
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
の
賠
償

支
払
い
に
よ
る
精
神
的
・
経
済
的

な
負
担
は
大
き
い
こ
と
か
ら
、
交

通
教
育
専
門
員
や
交
通
安
全
母
の

会
な
ど
の
交
通
安
全
推
進
団
体
が

行
う
啓
発
活
動
で
周
知
す
る
。

　
　

除
染
活
動
に
対
す
る
行
政
の

具
体
的
な
協
力
体
制
は
。　
　
　

　
　

高
圧
洗
浄
機
等
の
機
器
類
を

事
前
の
協
議
の
う
え
、
平
日
の
時

間
外
貸
し
出
し
や
休
日
の
返
還
も

対
応
す
る
。
洗
浄
に
使
用
す
る
水

も
消
防
団
の
操
作
を
基
本
に
、
消

火
栓
使
用
も
柔
軟
に
対
応
す
る
。

　
　

子
ど
も
や
妊
産
婦
の
放
射
線

に
対
す
る
不
安
解
消
の
取
組
み
は
。

　
　

３
ヶ
月
間
の
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ

の
平
均
値
は
健
康
に
は
影
響
が
な

い
数
値
で
あ
っ
た
。
不
安
や
疑
問

は
、
健
康
増
進
課
に
お
い
て
、
保

健
師
が
電
話
や
面
談
、
訪
問
す
る

な
ど
、
積
極
的
に
対
応
す
る
。
保

護
者
へ
は
心
の
ケ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト

を
通
し
不
安
解
消
を
行
う
。
ま
た
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
や

専
門
的
ア
ド
バ
イ
ス
で
の
対
応
。

一
人
で
悩
ま
な
い
よ
う
に
子
育
て

仲
間
同
士
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
そ

し
て
市
民
対
象
の
専
門
分
野
の
講

演
会
や
学
習
会
の
開
催
等
々
、
市

で
は
市
民
の
不
安
を
和
ら
げ
生
活

の
安
定
を
図
る
た
め
、
除
染
や
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
や
対
応
を
今
後
も

実
施
し
て
い
く
。

　
　

公
立
と
私
立
の
区
別
の
な
い

幼
稚
園
・
保
育
園
児
、
小
中
学
校

の
「
白
河
の
子
ど
も
」
を
放
射
能

か
ら
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て　

　
　

公
立
・
私
立
の
別
な
く
放
射

線
測
定
を
密
に
行
な
い
、
除
染
活

動
や
給
食
の
食
材
の
放
射
能
検
査

を
徹
底
し
て
い
る
。

　
　

町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
除
染
作

業
が
適
切
か
つ
安
全
に
行
な
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
、

除
染
の
基
礎
知
識
と
技
能
習
得
者

を
育
成
し
、「
除
染
の
担
い
手
バ

ン
ク
」
を
創
設
し
、
派
遣
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

今
後
、
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

　
　

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
の
拡
充
を
図
っ
て
は
。　

　
　

子
育
て
支
援
策
と
し
て
重
点

事
項
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

市
民
文
化
会
館
建
設
の
概
要

給
食
、
井
戸
水
、
農
作
物
生
産
者

に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
機
器
を
ふ
や
し
、

12
月
５
日
か
ら
家
庭
菜
園
な
ど
で

栽
培
し
た
野
菜
な
ど
も
測
定
を
開

始
し
、
さ
ら
に
消
費
者
庁
に
対
し

追
加
貸
与
を
要
請
し
各
庁
舎
に
も

配
備
し
検
査
機
器
の
拡
充
を
図
り
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
体
制
を
つ
く

り
た
い
。

検査室（旧休日急患センター）検査の状況
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答答

答

問問

問 答答

答 答

答

答 問問

問 問

問

問

答答答 問問問

戸
　
倉
　
耕
　
一

佐
　
川
　
京
　
子

大
　
竹
　
功
　
一

須
　
藤
　
博
　
之

　
　
中
島
村
に
西
白
河
地
方
衛
生

処
理
一
部
事
務
組
合
が
所
有
す
る

山
林
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
　
　

　
　

か
つ
て
組
合
が
ご
み
焼
却
場

を
建
設
す
る
た
め
、
中
島
村
に
用

地
を
取
得
し
た
も
の
の
、
地
域
住

民
の
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
建
設
を
断
念
し
た
未
利

用
地
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
具

体
的
な
利
活
用
は
見
込
め
な
い
が
、

今
後
と
も
中
島
村
と
協
議
を
進
め

て
い
く
。

　
　
復
旧
工
事
に
つ
い
て
、
大
信

地
域
の
被
災
場
所
は
、
な
ぜ
早
期

査
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

大
震
災
に
よ
り
未
発
注
で
市

道
の
通
行
止
め
箇
所
に
つ
い
て
は
、

11
月
末
現
在
、
白
河
４
カ
所
、
大

信
は
中
新
城
赤
坂
地
内
、
同
じ
く

坂
東
地
内
の
２
カ
所
の
合
計
６
カ

所
で
あ
り
、
坂
東
地
内
の
山
崩
れ

は
道
路
災
害
復
旧
で
な
く
、
農
政

課
所
管
の
林
地
崩
壊
防
止
事
業
と

し
て
、
工
事
発
注
の
準
備
を
行
っ

て
い
る
。
大
信
の
被
害
が
甚
大
で

箇
所
数
が
多
く
、
測
量
設
計
に
不

測
の
日
数
を
要
し
た
こ
と
か
ら
早

期
査
定
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。　

　

な
お
、
芳
賀
須
内
地
内
の
除
雪

に
つ
い
て
適
時
の
実
施
を
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

　
　
風
評
被
害
対
策
に
つ
い
て
　

　
　

大
前
提
と
し
て
市
民
が
安
心

し
て
白
河
産
農
産
物
を
食
べ
る
環

境
が
必
要
。
８
月
か
ら
放
射
性
物

質
調
査
を
継
続
広
報
し
、
今
月
か

ら
自
家
消
費
野
菜
や
米
の
検
査
も

開
始
し
、
消
費
者
の
不
安
を
払
拭

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
風
評

払
拭
の
強
力
な
対
策
を
国
や
県
に

要
請
し
、
お
い
し
さ
と
安
全
性
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
マ
ス
コ
ミ

の
活
用
や
消
費
地
で
の
試
食
会
や

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
継
続
し
、
賠

償
金
請
求
も
早
期
支
払
い
を
強
く

要
請
し
、
市
独
自
の
つ
な
ぎ
資
金

の
活
用
等
で
も
支
援
す
る
。

　
　
農
地
山
林
の
除
染
対
策
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

下
を
目
標
に
、
す
べ
て
の
農
畜
産

物
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
未
検

出
を
目
指
し
、
反
転
耕
起
や
放
射

性
物
質
吸
着
剤
の
散
布
等
の
実
証

実
験
を
し
、
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
て
本
格
的
な
除
染
を
実
施

す
る
計
画
で
す
。
山
林
は
技
術
の

確
立
を
見
据
え
検
討
す
る
。

　
　
義
援
金
に
つ
い
て
　
　
　
　

　
　

15
億
７
６
９
６
万
円
を
国
県

か
ら
示
さ
れ
た
配
分
基
準
に
基
づ

き
死
亡
者
と
全
壊
・
半
壊
世
帯
へ

配
分
し
た
。　

　
　
現
在
、
白
河
市
の
最
重
要
課

題
は
何
か
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、
も

ち
ろ
ん
、
放
射
能
汚
染
対
策
が
最

重
要
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

来
年
度
予
算
で
も
、
そ
の
点
を
重

視
し
、
予
算
案
を
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
汚
染
土
壌
等
の
市
の
仮
置
き

場
が
決
定
し
て
い
な
い
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　

　
　

４
地
域
に
分
け
て
、
選
定
作

業
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
候
補

地
は
あ
る
が
、
地
域
住
民
の
理
解

を
得
る
た
め
の
説
明
等
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
了
解
を
得

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　
農
畜
産
物
に
つ
い
て
、
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
検
査

体
制
の
強
化
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

農
畜
産
物
等
の
全
品
検
査
は

不
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
検
査
機
器
を
ふ
や
し
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う

に
現
在
検
討
し
て
い
る
。

　
　
白
河
市
の
甲
状
腺
検
査
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　

　
　

県
の
方
針
で
は
、
線
量
の
高

い
地
区
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
検

査
の
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ

る
。

　
　
施
設
入
所
者
の
現
状
と
改
善

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　
　
　　

　
　

４
月
１
日
現
在
で
、
約
300
名

の
待
機
者
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢

化
が
進
展
す
る
中
、
100
名
程
度
増

え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
特
養
ホ

ー
ム
で
40
床
の
増
床
及
び
医
療
療

養
病
床
等
か
ら
介
護
老
人
保
健
施

設
へ
の
87
床
の
転
換
を
進
め
て
い

る
。今
後
、施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

待
機
者
の
動
向
及
び
施
設
入
所
の

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案

し
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設

な
ど
の
整
備
を
図
り
解
消
に
向
け

努
力
す
る
。

　
　
消
防
団
が
な
い
町
内
会
の
対

応
と
団
員
の
装
備
充
実
に
つ
い
て

　
　

団
員
の
入
団
促
進
、
あ
る
い

は
自
主
防
災
組
織
の
編
成
促
進
な

ど
、
町
内
会
と
消
防
団
が
協
力
し
、

地
元
に
密
着
し
た
活
動
が
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。
刺
し
子
の
支
給

は
、
表
郷
・
大
信
・
東
に
配
備
し
、

白
河
は
今
年
度
か
ら
２
年
計
画
で

全
団
員
の
更
新
を
図
る
。
雨
合
羽

は
各
屯
所
に
必
要
数
を
今
年
度
に

配
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て
　

　
　

取
得
計
画
の
見
直
し
を
図
り
、

図
書
・
視
聴
覚
資
料
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

Ｃ
Ｄ
）
を
計
画
的
に
取
得
す
る
。

崩落現場（大信中新城地内：大信172号及び青山墓地）

平成24年白河市消防団検閲
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答

答

問

問答 問

答 答問 問

吾
　
妻
　
一
　
郎

深
　
谷
　
　
弘

北
　
野
　
唯
　
道

平成23年度　12月補正予算の概要

　
　

原
発
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ

た
放
射
性
物
質
の
種
類
と
そ
の
性

質
及
び
被
曝
を
防
ぐ
た
め
の
注
意

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

文
科
省
の
土
壌
放
射
線
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
よ
る
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
原
発
事
故
で
放
出
さ
れ
た

放
射
性
物
質
の
う
ち
、
市
内
に
お

い
て
は
ヨ
ウ
素
、
セ
シ
ウ
ム
、
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
、
テ
ル
ル
及
び
銀

が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

ヨ
ウ
素
、
セ
シ
ウ
ム
に
よ
る
人
体

に
対
す
る
影
響
は
、
ヨ
ウ
素
13
は

甲
状
腺
に
蓄
積
さ
れ
甲
状
腺
が
ん

に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
セ
シ
ウ
ム
は

筋
肉
に
蓄
積
し
、
が
ん
や
遺
伝
子

の
突
然
変
異
を
起
こ
す
要
因
と
な

る
ヨ
ウ
素
、
セ
シ
ウ
ム
以
外
の
沈

着
量
は
極
め
て
微
量
で
あ
る
。
放

射
線
の
外
部
被
曝
に
対
す
る
防
護

策
と
し
て
、
①
放
射
線
を
遮
断
す

る
。
②
線
源
か
ら
距
離
を
と
る
。

③
放
射
線
に
当
た
る
時
間
を
短
く

す
る
。
ま
た
、
内
部
被
曝
に
対
し

て
は
、
吸
入
防
止
、
経
口
摂
取
の

防
止
、
傷
口
や
皮
膚
か
ら
の
吸
入

防
止
が
考
え
ら
れ
る
。

介
護
保
険
制
度
見
直
し
に
つ
い
て

　
　

制
度
施
行
か
ら
11
年
、
介
護

保
険
法
改
定
（
６
月
）
で
、
こ
れ

ま
で
よ
り
利
用
者
に
大
幅
な
負
担

を
強
い
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る

な
ど
、
制
度
の
大
幅
改
変
が
行
わ

れ
た
。中
で
も
、「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
」（「
総
合

事
業
」）
の
創
設
に
よ
り
、
要
支

援
と
認
定
さ
れ
た
人
が
、
従
来
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
。
判
断
は
、
市

町
村
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

に
委
ね
ら
れ
る
が
、
市
は
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
「
総
合
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
国
か
ら
具
体
的
内
容
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
現
時
点
で
は
、
導

入
す
る
か
ど
う
か
未
定
で
あ
る
。

今
後
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

等
を
十
分
検
討
し
対
応
し
た
い
。

　
　

来
年
度
か
ら
３
年
間
の
介
護

保
険
料
改
定
も
行
わ
れ
る
。
全
国

平
均
で
は
、
月
額
４
０
０
０
円
か

ら
、
５
２
０
０
円
程
度
に
引
き
上

げ
の
見
込
み
だ
が
、
市
で
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

　
　

確
定
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、

月
額
４
８
０
０
円
程
度
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
今
後
、
状
況
を
総

合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
適
正
な
金

額
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　

市
長
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

　
　

各
地
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
課
題
や
事
情
が
違
う
こ
と
を

十
分
に
踏
ま
え
、
日
常
生
活
に
必

要
な
道
路
や
農
業
用
施
設
の
整
備

に
支
障
の
な
い
環
境
を
整
備
す
る

な
ど
、
き
め
細
や
か
な
施
策
を
講

じ
る
。

　
　

旧
三
村
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

表
郷
・
大
信
・
東
地
域
に
つ

い
て
は
今
後
も
合
併
特
例
債
を
含

め
、
事
業
の
優
先
等
を
考
慮
し
資

源
の
適
正
配
分
を
図
り
な
が
ら
、

市
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
取

り
組
む
。

　

そ
の
他
、
次
の
質
問
を
行
い
、

答
弁
を
求
め
た
。

○
合
併
に
よ
り
過
疎
化
し
た
旧
三

村
地
域
に
対
す
る
具
体
的
な
対
策

に
つ
い
て
と
、
大
信
地
域
の
中
心

地
に
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
建

設
を
要
望
す
る
。　
　
　
　
　
　

○
市
民
会
館
に
係
る
建
設
費
60
億

円
の
内
訳
を
聞
く
。

○
行
政
評
価
関
連
で
、
①
ど
の
よ

う
な
方
法
で
実
施
し
て
い
る
の
か

②
実
施
前
と
実
施
後
の
効
果
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　

○
人
事
管
理
関
連
で
、
①
職
員
の

勤
務
成
績
の
評
定
に
つ
い
て
、
②

職
員
の
昇
任
と
基
本
的
姿
勢
に
つ

い
て
、
③
昇
任
す
る
場
合
の
基
準

は
何
か
、
④
職
員
の
資
質
の
向
上

に
つ
い
て
。

会　　計　　名 既　定　額 補　正　額 計
一 般 会 計 36,334,880 657,341 36,992,221

小 田 川 財 産 区 特 別 会 計 892 11,209 12,101

樋 ヶ 沢 財 産 区 特 別 会 計 284 17,060 17,344

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6,772,824 1,089 6,773,913

介 護 保 険 特 別 会 計 4,027,783 122,025 4,149,808

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,950,111 8,200 2,958,311

農業集落排水事業特別会計 2,133,406 4,955 2,138,361

個別排水処理事業特別会計 62,630 54 62,684

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 456,084 23,500 479,584

水 道 事 業 会 計 1,648,470 36,000 1,684,470

補正されなかった会計に係る額 670,342 670,342

合　　　　　計 55,057,706 881,433 55,939,139

（単位：千円）

【表１】


